
と
い
う
漢
文
混
じ
り
の
短
い
陀
羅
尼
で
、
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
と
と
も
に
、
疫
病
（
Ⅱ
流
行
性
の
伝
染
病
）
を
も
た

ら
す
と
さ
れ
る
七
人
の
鬼
神
（
Ⅱ
「
七
鬼
神
」
）
の
名
を
呼
び
、
こ
れ
ら
を
退
散
さ
せ
る
こ
と
を
本
来
の
目
的
と
す
る
。

こ
の
「
却
温
神
呪
」
を
収
載
し
、
釈
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
由
来
や
効
能
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
経
典
が
、
今
回
、
訳
注

の
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
た
「
仏
説
却
温
黄
神
呪
経
」
（
以
下
「
却
温
黄
神
呪
経
」
と
略
記
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
訳
注
本
文
に
入

る
ま
え
に
、
こ
の
経
典
に
つ
い
て
、
若
干
の
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。

臨
済
宗
の
朝
課
な
ど
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
陀
羅
尼
の
一
つ
に
「
却
温
神
呪
」
が
あ
る
。

ナ
ム
フ
ド
ヤ
ー
ナ
ム
ダ
モ
ャ
ー
ナ
ム
ス
ン
ギ
ャ
ー
ヤ
ー
ナ
ム
ジ
ー
ホ
ー
シ
ー
プ
ー
ナ
ム
シ
ー
プ
ー
サ
ー
モ
コ
サ
ー
ナ
ム
シ
ー
シ
ン
ス
ン
ナ
ム
シ
ニ
ー
シ
ー

南
無
仏
陀
耶
南
無
達
磨
耶
南
無
僧
伽
耶
南
無
十
方
諸
仏
南
無
諸
華
ロ
薩
摩
訶
薩
南
無
諸
聖
僧
南
無
呪
師

サ
ラ
ギ
ャ
ー
サ
ラ
ギ
ャ
ー
ム
ト
ナ
ン
キ
ー
ア
ギ
ャ
ニ
ー
キ
１
ニ
ギ
ャ
シ
ー
キ
ー
ア
ギ
ャ
ナ
ー
キ
ー
ハ
ラ
ニ
ー
キ
ー
ア
ピ
７
キ
ー
ハ
１
ダ
ィ
ー
キ
ー
シ
ッ
コ
ー

沙
羅
住
沙
羅
住
夢
多
難
鬼
阿
怯
尼
鬼
尼
怯
Ｐ
鬼
阿
怯
那
鬼
波
羅
尼
鬼
阿
毘
羅
鬼
波
提
華
鬼
疾
去

沙
羅
住
沙
羅
怯

シ
ッ
コ
ー
マ
ク
ト
ク
ク
ー
ジ
１
－

疾
去
莫
得
久
住

「
却
温
神
呪
」
を
読
論
す
る
効
果

解
説

「
仏
説
却
温
黄
神
呪
経
』
訳
注
Ｉ
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こ
れ
ら
陀
羅
尼
・
言
句
以
外
の
漢
文
部
分
で
特
に
興
味
深
い
の
は
、
そ
こ
に
、
『
却
温
黄
神
呪
経
』
と
中
国
の
民
間
風
習
と

の
密
接
な
関
わ
り
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

｜
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
詳
し
く
は
訳
注
本
文
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
が
、
釈
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
と
さ
れ
る
教
示
の
後

半
部
分
に
注
目
さ
れ
た
い
。
そ
こ
に
は
、
七
鬼
神
の
名
前
を
書
き
記
し
て
五
色
の
絹
糸
で
結
び
つ
け
、
こ
れ
を
門
の
上
に
繋
げ

る
と
、
大
い
に
効
果
が
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
古
来
、
中
国
で
は
、
疫
病
な
ど
の
災
難
悪
事
は
、
一
般
の
人
々
の
目
に
は
見
え
な
い
悪
鬼
が
引
き
起
こ
す
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
悪
鬼
を
追
い
払
う
た
め
に
は
、
悪
鬼
に
自
分
の
正
体
が
見
破
ら
れ
た
と
思
い
込
ま
せ

る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
悪
鬼
を
名
指
し
す
る
こ
と
は
、
疫
病
予
防
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

加
え
て
、
青
・
赤
・
白
・
黒
・
黄
の
五
色
の
絹
に
は
、
こ
う
し
た
災
難
悪
事
を
祓
う
力
が
あ
る
と
も
信
じ
ら
れ
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
晴
代
の
歳
時
記
『
玉
燭
宝
典
」
が
引
用
す
る
後
漢
末
の
『
風
俗
通
義
」
に
は
、
「
夏
至
、
五
月
五
日
、
五
色
の

絹
に
、
「
野
鬼
遊
光
」
と
記
す
。
［
中
略
］
「
遊
光
』
と
は
属
鬼
光
（
Ⅱ
疫
病
を
も
た
ら
す
悪
鬼
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
名
を
知
れ

ば
、
人
は
疫
病
に
罹
ら
な
い
。
（
夏
至
五
月
五
日
、
五
采
弊
兵
、
題
野
鬼
遊
光
。
［
中
略
］
遊
光
坊
鬼
光
。
知
其
名
、
令
人
不
病
疫

温
。
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
晴
代
を
遡
る
六
朝
期
、
梁
の
頃
に
成
立
し
た
『
荊
楚
歳
時
記
」
「
五
月
五
日
」
の
条
に
は
、
疫
病
か

う
で

ら
身
を
守
る
た
め
に
、
五
色
の
絹
糸
を
臂
に
繋
ぐ
と
い
う
風
習
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
却
温
黄
神
呪
経
」
で
説
か

温
神
呪
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
却
温
黄
神
呪
経
」
の
内
容
を
一
一
一
一
一
口
で
い
う
な
ら
、
釈
尊
が
賢
者
阿
難
に
対
し
て
疫
病
封
じ
の
対
処
法
を
開
示
し
た
経
典
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
釈
尊
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
読
調
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
る
陀
羅
尼
や
言
句
を
纏
め
た
も
の
が
、
所
謂
「
却
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れ
る
疫
病
封
じ
の
対
処
法
、
す
な
わ
ち
、
七
鬼
神
の
名
を
呼
ん
だ
り
、
五
色
の
絹
糸
に
結
び
つ
け
た
七
鬼
神
の
名
を
門
上
に
掲

げ
た
り
す
る
と
い
う
方
法
は
、
漢
代
以
来
の
、
こ
う
し
た
風
習
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
見
て
く
る
と
、

『
却
温
黄
神
呪
経
」
は
、
中
国
の
民
間
風
習
を
相
当
程
度
意
識
し
つ
つ
、
こ
れ
に
密
着
し
た
か
た
ち
で
説
か
れ
た
経
典
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
「
却
温
黄
神
呪
経
」
一
巻
の
原
典
は
、
現
在
、
「
大
日
本
続
蔵
経
」
（
「
卍
続
蔵
経
」
）
第
三
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め

比
較
的
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
宋
版
・
元
版
・
明
版
の
大
蔵
経
、
あ
る
い
は
高
麗
蔵
や
大
正
蔵
に
は
全
く
収

録
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
じ
く
頻
繁
に
唱
え
ら
れ
る
「
榴
厳
呪
」
「
大
悲
呪
」
「
消
災
呪
」
と
い
っ
た
陀
羅
尼
が
、
宋
代
以

降
の
禅
宗
や
民
間
に
お
い
て
盛
ん
に
読
調
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
「
却
温
神
呪
」
が
中
国
で
読
調
さ
れ
た
と
い
う
形
跡
は
な

い
。
と
な
る
と
、
「
却
温
黄
神
呪
経
」
を
『
大
日
本
続
蔵
経
」
（
以
下
「
続
蔵
経
，
一
と
略
記
）
に
収
録
す
る
に
あ
た
っ
て
、
刊
行
元

の
蔵
経
書
院
が
、
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学

附
属
図
書
館
所
蔵
「
蔵
経
書
院
本
目
録
」
の
記
録
か
ら
、
「
和
本
」
の
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
（
「
蔵
Ｉ
咽
・
ミ
．

１
」
に
「
佛
説
却
温
神
児
経
篤
和
大
（
密
經
軌
部
ノ
内
）
」
と
あ
る
）
。

次
に
、
『
却
温
黄
神
呪
経
」
の
訳
者
が
誰
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
「
続
蔵
経
」
所
収
本
の
異
本
と
考
え
ら
れ
る

『
秘
密
儀
軌
集
』
第
九
所
収
本
に
は
、
「
大
広
智
不
空
訳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
「
仏
書
解
説
大
辞
典
」
第
二
巻
白
山
ｇ

「
却
温
黄
神
呪
経
」
条
）
。
だ
が
、
「
仏
書
解
説
大
辞
典
」
で
も
既
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
一
方
の
「
続
蔵
経
」
所
収
本
は
訳
者

の
名
を
欠
い
て
お
り
、
ま
た
、
「
大
唐
貞
元
続
開
元
釈
教
録
」
（
曰
留
‐
三
ｍ
ヶ
）
な
ど
の
各
種
経
録
に
記
さ
れ
た
不
空
訳
の
経
典
の

う
ち
に
、
「
却
温
黄
神
呪
経
」
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
い
う
な
ら
、
平
安
時
代
前
期
の
真
言
宗
の
僧
、
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先
の
宗
叡
『
新
書
写
請
来
法
門
等
目
録
』
に
「
仏
説
却
温
気
神
呪
経
無
人
名
、
説
滅
火
温
気
病
二
紙
」
（
曰
思
‐
口
８
ケ
）
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
『
却
温
黄
神
呪
経
」
が
、
既
に
唐
代
の
時
点
で
中
国
に
存
在
し
た
経
典
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
却
温
黄
神
呪
経
』
と
内
容
の
類
似
し
た
「
仏
説
灌
頂
経
」
Ｓ
大
潅
頂
神
呪
経
」
）
や
「
仏
説
呪
時
気
病
経
』
が
、
宋
版
・
元

版
・
明
版
な
ど
の
各
種
大
蔵
経
に
収
録
さ
れ
、
中
国
で
は
そ
の
存
在
が
比
較
的
知
ら
れ
た
経
典
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
『
却
温

黄
神
呪
経
』
は
、
む
し
ろ
、
日
本
で
こ
そ
注
目
さ
れ
た
経
典
で
あ
っ
た
。

宗
叡
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
て
以
来
、
『
却
温
黄
神
呪
経
」
は
、
密
教
系
の
経
典
と
し
て
、
日
本
真
言
宗
に
伝
わ
っ
て
い
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
実
際
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
疫
病
封
じ
の
方
法
が
一
般
的
に
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
、

た
と
え
ば
、
日
蓮
「
立
正
安
国
論
』
（
「
問
答
二
）
の
記
載
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
だ
が
、
こ
の
経
典
が
特
に
注
目
さ
れ
る
よ
う

宗
叡
（
八
○
九
－
八
八
四
）
が
中
国
か
ら
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
経
典
リ
ス
ト
『
新
書
写
請
来
法
門
等
目
録
」
の
な
か
に
「
仏
説

却
温
気
神
呪
経
」
と
い
う
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に
は
「
人
名
無
し
（
無
人
名
）
」
と
い
う
割
り
注
が
あ
る

り
ょ
う
た
い

（
弓
思
‐
ロ
８
ヶ
）
。
江
戸
時
代
の
真
一
一
一
一
口
宗
の
僧
、
亮
汰
（
一
六
一
一
一
一
～
一
六
八
○
）
も
、
『
却
温
黄
神
呪
経
」
の
注
釈
書
で
あ
る

「
却
温
神
呪
経
紗
」
の
自
序
「
却
温
経
紗
玄
談
」
の
な
か
で
、
「
新
書
写
請
来
法
門
等
目
録
」
の
記
載
を
根
拠
に
、
「
弓
却
温
黄

神
呪
経
」
の
〕
異
本
が
不
空
の
訳
と
云
う
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
（
経
異
本
云
不
空
訳
者
、
非
也
。
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

訳
者
は
、
「
不
明
」
と
す
る
の
が
通
説
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
却
温
黄
神
呪
経
」
は
、
そ
の
訳
出
時
期
や
訳
者
を
含
め
、
来
歴
に
つ
い
て
は
全
く
定
か
で
な
い
経
典
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
そ
の
内
容
に
は
、
中
国
の
歳
時
記
な
ど
に
見
ら
れ
る
民
間
風
習
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
却
温
黄
神
呪
経
』
は
、
中
国
撰
述
の
疑
経
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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に
な
る
の
は
、
恐
ら
く
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
先
に
触
れ
た
亮
汰
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

亮
汰
に
多
年
付
き
随
っ
た
と
さ
れ
る
隆
慶
二
六
四
七
１
一
七
一
七
）
に
よ
っ
て
著
述
さ
れ
た
「
豊
山
伝
通
記
」
、
そ
の
巻
中

末
の
「
第
十
一
世
亮
汰
僧
正
伝
」
（
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
一
○
六
所
収
）
に
は
、
「
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
夏
、
洛
西
で
疫
病

マ
マ

が
大
流
行
し
た
。
師
（
Ⅱ
亮
汰
）
は
印
刷
工
に
命
じ
て
「
郁
温
神
呪
経
』
を
印
刷
さ
せ
、
〔
こ
れ
を
〕
広
く
村
々
に
配
布
し
、
〔
却

温
黄
神
呪
〕
経
を
竹
筒
に
収
め
て
門
戸
に
掛
け
さ
せ
た
。
〔
そ
の
お
か
げ
で
〕
人
々
は
皆
な
疫
病
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

マ
マ

（
延
宝
甲
寅
夏
、
洛
西
大
疫
。
師
〈
叩
剖
厭
氏
、
印
郁
温
神
呪
経
、
広
与
里
邑
、
収
経
於
竹
筒
、
以
掛
門
戸
。
人
余
免
疫
気
。
）
」
と
あ
り
、

つ
づ
け
て
、
仁
和
寺
の
学
匠
顕
証
（
一
五
九
七
～
一
六
七
八
）
の
勧
め
で
、
亮
汰
が
「
却
温
神
呪
経
紗
」
を
著
し
た
と
い
う
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
（
や
い
巴
）
。
｜
方
、
亮
汰
自
身
は
、
顕
証
が
万
民
の
た
め
に
「
却
温
黄
神
呪
経
」
を
上
梓
し
て
、
こ
れ
を
広

く
流
通
さ
せ
、
近
年
の
疫
病
に
効
き
目
が
あ
っ
た
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
霊
験
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
が
「
却
温
神
呪
経
妙
』

撰
述
の
動
機
に
な
っ
た
と
記
す
（
「
却
温
経
紗
玄
談
」
）
。
「
却
温
黄
神
呪
経
』
が
、
果
た
し
て
、
亮
汰
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
も

の
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
顕
証
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
延
宝
二
年
の
疫

病
発
生
に
前
後
し
て
「
却
温
黄
神
呪
経
』
が
上
梓
さ
れ
、
つ
づ
い
て
、
亮
汰
に
よ
っ
て
「
却
温
神
呪
経
紗
」
が
著
述
さ
れ
た
結

果
、
こ
の
経
典
の
存
在
が
広
く
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
『
却
温
黄
神
呪
経
」
の
、
主
と
し
て
陀
羅
尼
部
分
を
取
り
出
し
た
「
却
温
神
呪
」
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経

て
禅
宗
で
読
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
こ
の
肝
心
な
点
に
関
し
て
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
一
切
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
無
著
道
忠
「
禅
林
象
器
築
』
に
は
、
「
拐
厳
呪
」
「
大
悲
呪
」
「
消
災
呪
」
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅

尼
」
な
ど
の
名
が
見
え
、
こ
れ
ら
の
陀
羅
尼
が
禅
宗
で
読
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
「
却
温
神
呪
」
に
つ

§
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い
て
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
伊
藤
古
鑑
氏
の
『
禅
宗
聖
典
講
義
」
（
森
江
書
店
・
’
九
三
五
、
臨
済
宗
青
年
僧
の
会
・
’

九
八
五
復
刻
改
訂
）
も
、
「
宗
叡
僧
正
の
『
御
請
来
録
』
に
は
、
仏
説
却
温
神
呪
経
一
巻
無
人
名
、
説
滅
大
温
気
病
と
云
ふ
て
居

る
」
（
や
画
段
１
ｍ
）
と
指
摘
し
、
末
釈
と
し
て
、
亮
汰
の
『
科
註
却
温
神
呪
経
紗
」
一
巻
を
引
く
が
、
禅
宗
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
触
れ
て
い
な
い
。
「
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
は
、
「
古
来
禅
林
法
社
の
間
に
於
て
「
却
温
神
呪
」
と
し
て
広
く
依
用
せ
ら
れ
、

雛
僧
尚
ほ
之
れ
を
目
読
口
諭
す
る
を
例
と
す
る
。
修
行
者
を
し
て
温
気
疫
毒
を
除
却
し
て
苦
患
を
離
れ
、
安
穏
を
得
せ
し
め
ん

が
為
め
の
念
調
で
あ
ろ
う
。
」
（
や
恩
。
）
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
資
料
的
根
拠
も
定
か
で
な
い
。
つ
ま
り
、
禅
宗

に
お
い
て
、
「
却
温
神
呪
」
が
、
一
体
、
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
し
て
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、

全
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
「
却
温
神
呪
」
お
よ
び
『
却
温
黄
神
呪
経
」
を
取
り
あ
げ
た
解
説
・
訳
注
の
存
在
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
管

見
の
限
り
で
は
、
ほ
ぼ
皆
無
に
等
し
い
。
右
の
『
禅
宗
聖
典
講
義
」
の
ほ
か
、
わ
ず
か
に
、
木
村
俊
彦
・
竹
中
智
泰
共
著
『
禅

宗
の
陀
羅
尼
」
（
大
東
出
版
社
二
九
九
八
）
で
「
却
温
神
呪
」
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
詳
細
な
説
明
は
付

さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
、
教
学
研
究
委
員
会
で
『
却
温
黄
神
呪
経
』
を
訳
注
の
対
象
に
選
ん
だ
の
は
一
つ
に
、
こ
う
し
た
現

さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
、
教
学
研
左

状
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

確
か
に
、
現
時
点
で
は
、
「
却
温
神
呪
」
と
禅
宗
と
の
関
係
如
何
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
と
は
い
え
、
現
在
の
禅
宗

に
お
い
て
、
そ
れ
が
重
要
な
陀
羅
尼
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
を
平
素
読
調
す
る
者
と
し
て
は
、

ま
ず
は
、
「
却
温
神
呪
」
と
い
う
陀
羅
尼
が
、
本
来
ど
の
よ
う
な
目
的
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
陀
羅
尼
で
、
ど
の
よ
う
な
経
典
に

収
載
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
「
却
温
黄
神
呪
経
』
の
理
解
が
不
可
欠
に

な
る
。
本
訳
注
が
、
そ
う
し
た
理
解
の
一
助
と
な
り
、
か
つ
ま
た
、
「
却
温
神
呪
」
と
禅
宗
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
う
え
で
の

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
本
多
道
隆
）
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○
原
文
は
当
用
漢
字
を
用
い
、
訓
読
文
は
現
代
仮
名
避
い
と
し
た
。

○
現
代
語
訳
は
直
訳
を
心
掛
け
た
が
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
〔
〕
で
適
宜
こ
と
ば
を
補
っ
た
。

○
注
に
引
用
し
た
瞥
籍
に
つ
い
て
は
、
そ
の
初
出
の
箇
所
に
版
本
等
を
明
記
し
た
。
ま
た
大
正
大
蔵
継
・
大
日
本
続
蔵
綴
今
卍
続
蔵
乞
に
つ
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
「
Ｔ
」
「
Ｚ
」
の
略
号
を
用
い
た
。
そ
の
他
の
略
号
は
次
の
通
り
。

「
中
村
」
Ⅱ
中
村
元
「
仏
教
語
大
辞
典
」
（
来
京
嘗
籍
）

「
望
月
・
一
Ⅱ
望
月
信
亨
「
望
月
仏
教
大
辞
典
」
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
）

詞
石
波
」
Ⅱ
中
村
元
等
縞
「
岩
波
仏
教
辞
典
」
初
版
（
岩
波
轡
店
）

「
総
合
」
Ⅱ
総
合
仏
教
大
辞
典
編
集
委
員
会
「
総
合
仏
教
大
辞
典
」
（
法
蔵
魑

○
今
回
、
訳
注
原
稿
を
担
当
し
た
の
は
、
晄
剛
宗
玄
と
億
ｍ
覚
適
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
箇
所
は
次
の
通
り
。

廠
田
担
当
Ⅱ
原
文
恩
‐
舘
臣
‐
Ｅ
ｉ
』
『
（
「
川
如
処
」
～
「
波
促
轆
鬼
」
）

徳
聴
担
当
Ⅱ
原
文
園
‐
患
爵
‐
一
・
届
１
段
（
「
仏
一
百
」
～
「
作
礼
奉
行
」
）

ま
た
、
「
解
説
」
は
本
多
道
隆
が
作
成
し
た
。

原
稿
の
読
み
合
わ
せ
は
教
学
研
究
委
員
全
員
（
朝
山
一
玄
・
玄
侑
宗
久
・
徳
重
寛
道
・
並
木
優
記
・
野
口
善
敬
・
慶
冊
宗
玄
・
本
多
道
隆
・
矢
多
弘
範

［
五
十
音
型
）
で
行
な
い
、
全
体
の
編
集
校
閲
に
つ
い
て
は
野
口
と
本
多
が
行
な
っ
た
。

○
本
訳
注
は
、
「
仏
説
却

○
底
本
に
は
「
大
日
本
』

（
一
六
七
八
）
前
川
茂

同
襟
を
参
考
に
し
た
。

ジ、

凡

例
、"

「
仏
説
却
温
黄
神
呪
経
」
を
対
象
と
し
、
【
原
文
】
【
校
注
】
【
訓
読
】
【
現
代
語
訳
】
【
注
】
の
順
で
掲
紋
し
て
い
る
。

「
大
日
本
続
蔵
経
」
第
三
冊
所
収
本
を
用
い
た
。
該
当
箇
所
は
、
恩
Ｉ
い
⑪
臣
～
⑭
＄
色
に
相
当
す
る
。
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
延
宝
六
年

一
前
川
茂
右
衛
門
尉
刊
の
和
刻
本
、
亮
汰
「
却
温
経
紗
玄
談
」
（
九
州
大
学
松
露
文
庫
所
蔵
本
）
に
よ
っ
て
校
勘
を
行
な
い
、
訳
注
に
際
し
て
も
、
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間
如
是
。
一
時
、
仏
遊
王
舎
城
竹
林
精
舎
、
与
四
部
弟
子
大
衆
倶
会
、
為
説
経
法
。
爾
時
、
維
耶
離
国
、
属
疫
気
猛
盛
、
赫

赫
猶
如
熾
火
。
死
亡
無
数
、
無
所
帰
趣
、
無
方
救
療
。
於
是
、
阿
難
長
脆
合
掌
、
白
仏
一
一
一
口
、
彼
維
耶
離
国
、
遭
温
気
疫
毒
。
唯

願
世
尊
、
説
諸
聖
術
、
却
彼
毒
気
、
令
得
安
穏
、
離
衆
苦
患
。
仏
告
賢
者
阿
難
、
汝
当
聴
受
之
。
有
七
鬼
神
、
常
吐
毒
気
、
以

害
万
姓
。
若
人
得
毒
、
頭
痛
寒
熱
、
百
節
欲
解
、
苦
痛
難
言
、
人
有
知
其
名
字
者
、
毒
不
害
人
。
是
故
吾
今
為
汝
説
之
。
阿
難

言
、
願
欲
聞
之
。
仏
言
、
若
四
輩
弟
子
、
欲
称
鬼
神
名
安
之
時
、
当
言

南
無
仏
陀
耶
南
無
達
磨
耶
南
無
僧
伽
耶
南
無
十
方
諸
仏
南
無
諸
菩
薩
摩
訶
薩
南
無
諸
聖
僧
南
無
呪
師
某
甲

今
我
弟
子
所
説
神
呪
、
即
従
其
願
。
如
是
神
名
、
我
今
当
説

仏
言
、
是
七
鬼
神
呪
。
名
》

疾
去
疾
去
莫
得
久
住
。

我
弟
子
身
、
令
毒
消
滅
、
》

三
説
沙
羅
怯
已
、
便
説
呪
曰
、

Ｒ

原

文
ｈ己

夢
多
難
鬼
阿
怯
尼
鬼
尼
怯
戸
鬼
阿
怯
那
鬼
波
羅
尼
鬼
阿
砒
羅
鬼

、
是
七
鬼
神
呪
。
名
字
如
是
。
若
人
熱
病
時
、
当
呼
七
鬼
神
名
字
、
言

沙
羅
住

（
一
｝

仏
説
却
温
黄
神
呪
経

『
仏
説
却
温
黄
神
呪
経
」
訳
注
本
文

病
速
除
愈
。

〈●②●）

我
弟
子
、
今
帰
依
一
一
一
宝
、
焼
香
礼
敬
、
行
是
諸
仏
所
説
神
呪
。
若
有
鬼
神
、
不
随
諸
仏

波
提
箪
鬼
。
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一一ワ』）
戸
⑱
）

（
４
句
）
Ｌ
」
６
口

是
く
の
如
く
間
け
り
。
一
時
、
仏
、
王
舎
城
の
竹
林
精
舎
に
遊
び
、
四
部
の
弟
子
大
衆
と
倶
に
会
し
て
、
為
に
経
法
を
説
く
。

そ
（
５
）
た
土

爾
の
時
、
維
耶
離
国
、
属
た
．
ま
疫
気
猛
盛
に
１
）
て
、
赫
赫
た
る
こ
と
猶
お
熾
火
の
如
し
。
死
亡
す
ろ
も
の
無
数
に
し
て
、
帰
趣

教
者
、
頭
破
作
七
分
、
如
阿
梨
樹
枝
。
若
人
得
病
、
一
日
二
日
三
日
、
乃
至
七
日
、
熱
病
煩
悶
、
先
呪
神
水
、
以
与
病
者
飲
之
、

当
三
七
遍
調
此
呪
経
。
病
毒
五
温
之
病
、
並
皆
消
滅
。
若
亦
立
門
、
書
著
気
病
者
、
当
額
書
七
鬼
神
名
字
。
復
取
五
色
繼
線
、

各
各
結
其
名
字
、
繋
著
門
上
、
大
吉
祥
也
。
若
能
勤
調
此
経
、
専
心
受
持
、
斎
戒
不
喫
薫
辛
、
調
此
七
鬼
神
名
字
、
温
鬼
永
断
、

｛
囚
）

不
過
門
戸
。
自
進
至
患
家
、
鬼
見
皆
走
、
一
身
永
不
染
天
行
。
若
能
専
心
勧
人
書
写
受
持
読
舗
此
経
、
消
映
却
害
ｃ
若
人
不
能

調
、
得
竹
筒
盛
、
安
門
戸
上
、
温
鬼
不
敢
過
門
、
亦
得
延
年
養
寿
、
大
吉
祥
也
。

阿
難
叉
手
白
仏
言
、
当
何
名
此
経
、
云
何
奉
持
。
仏
言
、
此
経
名
、
為
却
温
神
呪
。

仏
説
如
是
。
天
龍
鬼
神
、
一
切
大
衆
、
聞
呪
歓
喜
、
作
礼
奉
行
。

却
温
神
呪
経

【
訓

読
】

【
校
注
】

（
一
）
底
本
に
は
「
大
日
本
続
蔵
経
」
（
「
卍
続
蔵
経
」
）
所
収
本
（
目
‐
思
淫
～
臣
蟹
）
を
用
い
た
。

（
一
一
）
雑
Ⅱ
底
本
は
「
阿
」
に
作
る
が
、
光
汰
撰
「
却
温
神
呪
経
紗
」
（
弓
）
に
拠
っ
て
改
め
た
。

（
三
）
鬼
Ⅱ
底
本
は
「
呪
」
に
作
る
が
、
光
汰
撰
「
却
温
神
呪
綴
紗
」
（
＆
す
）
に
拠
っ
て
改
め
た
。

（
四
）
亮
汰
撰
「
却
温
神
呪
経
紗
」
に
は
、
こ
の
下
に
「
無
事
不
害
」
の
四
字
有
り
。

（
１
）

仏
説
却
温
黄
神
呪
経
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（
６
）

（
７
）

も
う

す
る
所
無
く
、
方
に
救
療
す
る
こ
と
無
し
。
是
こ
に
於
い
て
、
阿
難
、
長
脆
合
掌
し
、
仏
に
白
し
て
一
一
一
一
口
わ
く
、
「
彼
の
維
耶
難

（
８
）

し
り
ぞ

お
お

国
、
温
気
疫
毒
に
遭
う
。
唯
だ
願
わ
く
は
、
世
尊
よ
、
諸
ｊ
ｂ
ろ
の
聖
術
を
説
き
て
、
彼
の
毒
気
を
却
け
、
安
穏
を
得
て
衆
く

（
９
）

の
苦
患
よ
り
離
れ
し
め
よ
」
と
。
仏
、
賢
者
阿
難
に
告
ぐ
、
「
汝
、
当
に
之
を
聴
受
す
べ
し
。
七
鬼
神
有
り
、
常
に
毒
気
を
吐

（
⑩
）

｛
、
｝

き
て
、
以
て
万
姓
を
害
す
。
若
し
人
、
毒
を
得
れ
ば
、
頭
痛
寒
熱
し
、
百
節
解
せ
ん
と
欲
し
て
、
苦
痛
な
る
こ
と
一
一
一
一
口
い
難
き
ｊ
ｂ
、

人
、
其
の
名
字
を
知
る
こ
と
有
ら
ぱ
、
毒
、
人
を
害
せ
ざ
ら
ん
。
是
の
故
に
吾
れ
今
ま
汝
が
為
に
之
を
説
か
ん
」
と
。
阿
難
言

と
な

わ
く
、
「
願
わ
く
は
之
を
聞
か
ん
と
欲
す
」
と
。
仏
一
一
一
一
口
わ
く
、
「
若
し
四
輩
の
弟
子
、
鬼
神
の
名
を
称
え
て
之
を
安
ん
ぜ
ん
と
欲

す
る
時
、
当
に

十
ム
フ
ド
ヤ
ー

南
無
仏
陀
耶

（
Ⅲ
）

上

と
言
う
べ
し
。
今
ま
我
が
弟
子
の
説
く
所
の
神
呪
は
、
即
ち
其
の
願
に
従
ら
ん
。
是
く
の
如
き
の
神
名
、
我
れ
今
ま
ル
ー
司
に

サ
ー
フ
ギ
ャ
ー
（
Ⅲ
〉

沙
羅
怯

豹

と
説
く
べ
し
」
と
。
一
こ
た
び
「
沙
羅
住
」
と
説
き
巳
わ
り
、
便
ち
呪
を
説
き
て
日
わ
く
、

ム
ト
ナ
ン
キ
ー
ア
ギ
ャ
ニ
ー
キ
ー
ニ
ギ
ャ
シ
１
キ
ー
一
ノ
ギ
ャ
ナ
ー
キ
ー
ハ
ラ
ニ
ー
キ
ー
ア
ピ
７
キ
ー
ハ
ー
ダ
ィ
ー
キ
ー
ー
臓
一

茜
安
多
難
鬼
阿
怯
尼
鬼
尼
怯
戸
鬼
阿
怯
那
鬼
波
羅
尼
鬼
阿
毘
羅
鬼
波
提
箪
鬼

と
。
仏
言
わ
く
、
「
是
れ
七
鬼
神
の
呪
な
り
。
名
字
も
是
く
の
如
し
。
若
し
人
、
熱
病
の
時
、
当
に
七
鬼
神
の
名
字
を
呼
び
、

と
言
う
べ
し
。
我
が
弟
子
の
身
、
毒
を
し
て
消
滅
し
、
病
を
し
て
速
や
か
に
除
愈
せ
し
め
ん
。
我
が
弟
子
、
今
ま
一
一
一
宝
に
帰
依二・
つ
べ

し
、
焼
香
礼
敬
し
て
、
是
の
諸
仏
の
説
く
所
の
神
呪
を
行
ぜ
よ
・
若
し
鬼
神
、
諸
仏
の
教
え
に
随
わ
ざ
る
こ
と
有
ら
ぱ
、
頭

わ
な

あ
り
じ
の

（
肥
〉

破
れ
て
七
分
と
作
る
こ
と
、
阿
梨
樹
の
枝
の
如
く
な
ら
ん
。
若
し
人
、
病
を
得
、
｜
日
．
一
一
日
・
’
一
一
日
、
乃
至
七
日
、
熱
病
煩

（
灯
）
ま
じ
な
い

と
膠

悶
す
れ
ば
、
先
ず
神
水
に
呪
し
、
以
て
病
者
に
与
え
て
之
を
飲
ま
し
め
、
当
に
二
一
七
遍
、
此
の
呪
経
を
調
う
べ
し
。
病
毒
．

某《
ｉ１ｌｒ

ｌ２

仏
言
わ
く
、
「
是
れ
七
鬼
神

シ
ッ
コ
ー
シ
ッ
コ
ー
マ
ク
ト
ク
ク
ー
ジ
１
１

疾
去
疾
去
莫
得
久
住

ナ
ム
ダ
モ
ャ
ー

南
無
達
磨
耶

ナ
ム
ス
ン
ギ
ャ
ー
ヤ
ー

南
無
僧
伽
耶

ナ
ム
ジ
ー
ホ
ー
シ
ー
プ
ー

南
無
十
方
諸
仏

ナ
ム
ン
ー
プ
ー
牙
Ｉ
，
そ
コ
サ
ー

南
無
諸
笠
画
薩
摩
訶
薩

ナ
ム
シ
ー
シ
ン
ス
ン

南
無
諸
聖
僧

ナ
ム
ン
ュ
ー
シ
ー

南
無
呪
師
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釈
尊

こ
の
よ
う
に
聞
い
た
。
あ
る
と
き
、
仏
は
王
全
口
城
の
竹
林
精
舎
に
出
か
け
、
〔
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
の
〕
四
種
の

お
し
え

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
Ｉ

弟
子
た
ち
を
集
め
て
、
〔
彼
ら
の
〕
た
め
に
経
法
を
説
か
れ
た
。
そ
の
時
、
維
耶
離
国
で
は
、
ち
ょ
う
ど
疫
病
が
猛
威
を
振
る
っ

て
お
り
、
そ
の
凄
ま
じ
さ
は
、
ま
る
で
燃
え
盛
る
炎
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
亡
く
な
る
人
も
数
知
れ
ず
、
逃
げ
場
所
は
無
く
、
拾

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
Ｉ

療
す
る
方
法
ｊ
Ｄ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
阿
難
は
、
膝
を
つ
い
て
合
掌
し
、
仏
に
こ
う
申
し
上
げ
た
、
「
あ
の
維
耶
離
国
で
は
、

し
や
し
ゅ
（
海
）

よ
い
か
人

阿
難
、
叉
手
し
て
仏
に
白
し
て
一
一
一
一
口
わ
く
、
「
当
た
何
と
此
の
経
を
名
づ
け
、
云
何
が
奉
持
せ
ん
や
」
と
。
仏
一
一
一
一
口
わ
く
、
「
此
の

経
の
名
、
「
却
温
神
呪
』
と
為
さ
ん
」
と
。

仏
の
説
く
こ
と
是
く
の
如
し
。
天
龍
鬼
神
、
一
切
の
大
衆
、
呪
を
間
き
て
歓
喜
し
、
礼
を
作
し
て
奉
行
す
。

却
温
神
呪
経

（
遇
す
べ

か
（
胆
）

五
温
の
病
は
、
並
皆
て
消
滅
せ
ん
。
若
し
亦
た
門
を
立
て
て
気
病
を
書
著
け
ば
、
当
に
七
鬼
神
の
名
字
を
額
書
す
べ
‐
し
。
復
た

る
せ
ん

つ
な

く
鋤
）

五
色
の
纏
線
を
取
例
ソ
て
各
各
其
の
名
字
に
結
び
、
門
の
上
に
繋
著
げ
ぱ
、
大
い
に
吉
祥
な
ら
ん
。
若
し
能
く
勤
め
て
此
の
経
を

と
な

｛
印
）

（
”
ご

調
え
、
専
心
に
受
持
し
、
斎
戒
し
て
薫
辛
を
喫
せ
ず
、
此
の
七
鬼
神
の
名
字
を
論
う
れ
ば
、
温
鬼
氷
く
断
え
て
、
門
戸
を
過
ぎ

〃
ん
け
一
羽
｝

｛
割
）
け
が

ざ
ら
ん
。
自
ら
進
み
て
患
家
に
至
ら
ぱ
、
鬼
見
て
皆
な
走
り
、
一
身
、
永
く
天
行
に
染
さ
れ
ざ
ら
ん
。
若
し
能
く
専
心
に
人
に

わ
ざ
わ
い

し
り
ぞ

勧
め
て
此
の
経
を
書
写
し
受
持
し
読
調
せ
し
め
ば
、
狭
を
消
し
害
を
却
け
ん
。
若
し
人
、
調
う
る
こ
と
能
わ
ざ
フ
Ｃ
も
、
竹
筒

え
ん
ね
ん
よ
う
じ
の

に
盛
り
、
門
戸
の
上
に
安
ん
ず
る
を
得
れ
ば
、
温
鬼
、
敢
え
て
門
を
過
ぎ
ず
、
亦
た
延
年
養
寿
を
得
て
、
大
い
に
吉
祥
な
ら

ん
」
と
。

【
現
代
語
訳
】

え
き
び
ょ
う
し
り
ぞ

じ
ゅ
も
ん

温
黄
を
却
け
る
た
め
の
神
呪
を
説
く
経
典
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す
ぐ
れ
た
抓
臓

湿
気
疫
毒
（
Ⅱ
生
〈
叩
の
危
険
性
を
伴
う
発
熱
性
の
伝
染
病
）
が
流
行
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
世
尊
よ
、
さ
ま
ざ
ま
な
聖
術

ウ
イ
ル
ス

を
説
い
て
、
あ
の
毒
気
を
撃
退
し
、
〔
人
々
に
〕
安
穏
を
得
さ
せ
、
多
く
の
苦
痛
か
ら
逃
れ
Ｋ
こ
せ
て
下
さ
い
」
と
。
仏
は
、
賢
者

ウ
イ
ル
ス

で
あ
る
阿
難
に
告
げ
た
、
「
汝
、
よ
く
聴
き
な
さ
い
。
七
人
の
鬼
神
が
い
て
、
常
に
毒
気
を
吐
い
て
、
多
く
の
人
々
を
苦
‐
し
め

ふ
し
ぷ
し

て
い
る
の
だ
。
ｊ
ｂ
し
人
が
〔
鬼
神
の
吐
く
〕
毒
に
あ
た
る
と
、
頭
痛
が
し
て
寒
気
と
高
熱
を
伴
い
、
〔
身
体
の
〕
節
々
が
バ
ラ
バ

睦
主
え

う
に
な
り
そ
う
に
な
っ
て
、
一
一
一
一
口
葉
に
出
来
な
い
程
の
苦
痛
で
あ
る
が
、
人
が
鬼
神
の
名
字
を
知
っ
た
な
ら
、
毒
は
人
を
害
す
る

な
ま
え

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
私
は
今
、
汝
の
た
め
に
鬼
神
の
名
字
を
教
え
よ
う
」
と
。
阿
難
が
一
一
一
一
回
っ
た
、
「
ど
う
か
、
そ

の
名
前
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
」
と
。
仏
が
言
っ
た
、
「
も
し
〔
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
唆
夷
の
〕
四
極
の
弟
子
た
ち
が
、
鬼

神
の
名
前
を
呼
ん
で
、
鬼
神
を
鎮
め
よ
う
と
す
る
時
に
は
〔
そ
の
前
に
ま
ず
〕
、

ナ
ム
フ
ド
ャ
ー
ナ
ム
グ
モ
ャ
ー
ナ
ム
ス
ン
ギ
ャ
ー
ャ
ー
ナ
ム
ジ
ー
ホ
ー
シ
ー
プ
ー
ナ
ム
シ
ー
ブ
ー
サ
ー
モ
コ
サ
ー
ナ
ム
シ
ー
シ
ン
ス
ン
ナ
ム
シ
ュ
ー
シ
ー

南
無
仏
陀
耶
南
無
達
磨
耶
南
無
僧
伽
耶
南
無
十
方
諸
仏
南
無
諸
笠
ロ
薩
摩
訶
薩
南
無
諸
聖
僧
南
無
呪
師

は
に
が
し

あ
ら
の
ろ
も
る

某
田
‐
（
仏
に
帰
依
し
ま
す
、
法
に
帰
依
し
ま
す
、
僧
に
帰
依
し
ま
す
。
十
方
の
諸
も
る
の
仏
に
帰
依
し
ま
す
、
諸
剖
ｂ
ろ
の
菩
薩
・
摩
訶

阿
羅
漢

行
哲

薩
に
帰
依
し
ま
す
、
諸
ｊ
ｂ
ろ
の
聖
僧
に
帰
依
し
ま
す
、
呪
師
の
誰
そ
れ
に
帰
依
し
ま
す
。
）

じ
ゅ
も
ん

と
一
一
一
口
わ
れ
ば
な
ら
な
い
。
へ
丁
、
私
の
弟
子
た
ち
が
唱
え
る
こ
と
に
な
る
神
呪
は
、
そ
の
〔
仏
・
法
・
僧
な
ど
へ
帰
依
す
る
〕
願
い

に
よ
〔
っ
て
効
き
目
が
あ
〕
る
の
で
あ
る
。
〔
そ
し
て
〕
こ
の
よ
う
な
鬼
神
の
名
に
つ
い
て
、
私
は
今
、
ま
さ
に

薩
に
帰
依
し
ま
す
、
諾
も
ろ
の
醜

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
、
私

に
よ
〔
っ
て
効
き
目
が
あ
〕
る
の
で
・

サ
ラ
ギ
ャ
ー

沙
羅
住
（
追
い
払
い
た
ま
魁
え
。
）

し人が、熱病にかかったときには、必ず七鬼神の名字を叫んで、じ：人
と
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
。
一
一
一
回
「
沙
羅
住
」
と
唱
え
終
わ
る
と
、
〔
仏
は
、
次
の
よ
う
な
〕
呪
を
説
い
て
言
っ
た
、

ム
ト
ナ
ン
キ
ー
ア
ギ
ャ
ニ
ー
キ
ー
ニ
ギ
ャ
シ
ー
キ
ー
ア
ギ
ャ
ナ
ー
キ
ー
ハ
ラ
ニ
ー
キ
ー
ア
ピ
ラ
ー
キ
ー
ハ
ー
ダ
ィ
リ
ー
キ
ー

夢
多
難
鬼
阿
怯
尼
鬼
尼
怯
戸
鬼
阿
怯
那
鬼
波
羅
尼
鬼
阿
毘
羅
鬼
波
提
箪
鬼

じ
ゅ
も
ん

な
ま
え

と
。
〔
つ
づ
け
て
、
〕
仏
は
一
一
一
口
わ
れ
た
、
「
こ
れ
ら
が
七
鬼
神
の
呪
で
あ
る
。
〔
そ
れ
ら
の
鬼
の
〕
名
字
も
こ
の
通
り
で
あ
る
。
も

な
ま
え

シ
ヅ
コ
ー
シ
ッ
フ
ー
マ
ク
ト
ク
ク
ー
ジ
１
－

疾
去
疾
去
莫
得
久
住
（
速
や
か
に
立
ち
去
れ
「
・
速
や
か
に
立
ち
去
れ
！
長
ら
く
〔
こ
こ
に
〕
留
ま
る
な
！
）
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と
言
い
な
さ
い
。
〔
そ
う
す
れ
ば
〕
私
の
弟
子
た
ち
の
身
体
か
ら
は
、
毒
が
消
滅
し
、
病
も
速
や
か
に
治
癒
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
じ
か
も
人

我
が
弟
子
た
ち
よ
、
今
〔
仏
・
法
・
僧
の
〕
二
一
宝
に
帰
依
し
、
香
を
焼
き
、
心
か
ら
礼
拝
し
て
、
こ
の
諸
仏
が
説
い
た
神
呪
を

あ
り
じ
⑰

唱
え
な
さ
い
。
も
し
鬼
神
が
諸
仏
の
教
え
に
従
わ
な
い
な
ら
、
頭
が
割
れ
て
七
つ
に
分
裂
し
、
阿
梨
樹
の
枝
〔
の
先
に
咲
く

花
〕
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。
も
し
人
が
病
に
な
っ
て
一
日
・
二
日
・
三
日
な
い
し
七
日
〔
間
に
渉
っ
て
〕
、
熱

清
ら
か
な
水
ま
じ
な
い

病
に
苦
し
み
も
が
く
よ
う
な
ら
、
ま
ず
神
水
に
呪
い
し
て
、
そ
れ
を
病
人
に
与
違
え
て
飲
ま
せ
な
さ
い
。
〔
そ
し
て
〕
必
ず

じ
の
も
人

一
二
七
遍
〔
繰
り
返
し
て
〕
呪
経
を
唱
え
れ
ば
、
病
毒
や
五
〔
癌
杣
の
も
た
ら
す
〕
疫
病
は
全
て
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
〔
紙

忠
ま
え
が
く

や
木
材
な
ど
を
使
っ
た
簡
易
の
〕
門
を
立
て
て
疫
病
〔
の
名
前
〕
を
書
き
記
す
場
〈
ロ
に
は
、
必
ず
七
鬼
神
の
名
字
を
額
に
書
き
な

必
ま
え

さ
い
。
さ
ら
に
〔
青
・
赤
・
白
・
黒
・
黄
の
〕
五
色
の
絹
糸
を
取
っ
て
、
〔
こ
れ
ら
の
五
糸
を
〕
鬼
神
の
名
字
〔
を
記
し
た
額
〕
に
そ

つ
な

と
な

れ
ぞ
れ
結
び
つ
け
て
門
の
上
に
繋
げ
る
な
ら
ば
、
大
い
に
め
で
た
い
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
。
も
し
｝
」
の
経
を
し
っ
か
り
と
論
え

き
お
く

く
人

し
ん

隊
ま
え

て
、
一
途
に
受
持
し
、
斎
戒
し
て
蕪
（
Ⅱ
匂
い
の
強
い
野
菜
）
や
辛
（
Ⅱ
辛
味
の
あ
る
野
菜
）
を
口
に
せ
ず
、
こ
の
七
鬼
神
の
名
字

を
唱
え
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
、
疫
病
を
も
た
ら
す
鬼
を
永
遠
に
断
ち
切
り
、
〔
鬼
は
、
住
居
の
〕
門
戸
か
ら
侵
入
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
だ
ろ
う
。
自
分
か
ら
進
ん
で
疫
病
患
者
の
い
る
家
に
入
っ
た
な
ら
、
〔
疫
病
を
も
た
ら
し
た
〕
鬼
は
〔
そ
れ
を
〕
見
て
皆

い
が

な
〔
こ
の
家
か
ら
〕
走
り
去
り
、
そ
の
身
は
永
く
疫
病
に
染
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
一
途
に
人
に
勧
め
て
、
一
）
の

茜
お
く

わ
ざ
わ
い

経
を
書
写
し
、
受
持
し
、
読
調
さ
せ
る
な
ら
、
狭
を
消
し
害
悪
を
退
け
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
唱
え
る
こ
と
が
出
来
な
く
て
も
、

じ
ｏ
し
ん

腿
生
き

竹
筒
に
〔
呪
経
を
〕
誹
叩
め
て
門
戸
に
安
置
す
る
な
ら
、
疫
病
を
も
た
ら
す
鬼
は
侵
入
し
よ
う
と
せ
ず
、
延
年
養
寿
し
て
、
大
い

に
め
で
た
い
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
。

た
も

阿
難
は
合
掌
し
て
仏
に
こ
う
申
し
上
げ
た
、
「
一
体
、
一
）
の
経
を
何
と
名
づ
け
、
ど
の
よ
う
に
奉
持
て
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
」
と
。
仏
は
言
わ
れ
た
、
「
こ
の
経
の
名
を
「
却
温
神
呪
」
と
し
よ
う
」
と
。

ひ
と
ぴ
と

仏
が
お
説
き
に
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
天
〔
王
〕
・
龍
〔
王
〕
・
鬼
神
た
ち
と
、
あ
ら
ゆ
る
大
衆
は
〔
こ
の
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却
温
神
〕
呪
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
礼
拝
し
て
〔
仏
の
教
え
を
〕
謹
ん
で
実
行
し
た
。

却
温
神
呪
経

註（
１
）
温
黄
Ⅱ
生
命
に
関
わ
る
流
行
性
の
伝
染
病
。
「
温
」
と
は
「
癌
病
」

「
蝋
疫
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
中
国
の
伝
統
医
学
で
は
、
「
温
」
と

「
蝋
」
と
は
常
に
混
同
し
て
用
い
ら
れ
る
。
と
も
に
熱
病
、
あ
る
い

は
急
性
伝
染
病
の
総
称
で
あ
る
。
「
批
」
と
は
、
身
体
が
黄
色
に
変

色
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
黄
疸
の
症
状
に
相
当
す
る
。
満
の
呉
謙

二
六
八
九
～
一
七
五
九
）
ら
に
よ
っ
て
収
集
整
理
さ
れ
た
医
学
百

科
全
書
に
「
医
宗
金
鑑
」
が
あ
り
、
巻
四
二
「
雑
病
心
法
要
訣
」

「
疸
証
門
」
に
は
、
注
と
し
て
、
後
漢
張
仲
環
「
傷
寒
論
」
か
ら
の

引
用
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
文
に
、
「
天
行
疫
獅
は
黄
疸
を
発
す
る

た
め
、
名
づ
け
て
「
癌
黄
」
と
言
い
、
死
者
〔
の
出
る
数
〕
が
最
も

酷
い
。
（
天
行
疫
蝋
発
黄
、
名
日
蝋
黄
、
死
人
股
暴
也
。
）
」
と
あ
る

今
遁
病
死
証
」
条
）
。
な
お
、
現
代
中
国
医
学
（
Ⅱ
中
医
学
）
で
は
、

「
劇
症
肝
炎
」
を
指
し
て
「
癌
（
温
）
黄
」
と
い
う
。

（
２
）
王
舎
城
Ⅱ
（
梵
）
ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ
ハ
［
厩
一
緒
『
言
］
、
（
巴
）

ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
［
胃
一
癖
堰
冨
］
の
訳
。
古
代
イ
ン
ド
の
蟻
掲
陀

［
マ
ガ
ダ
・
巨
涜
良
冨
］
国
の
首
都
。
現
在
の
ビ
ハ
ー
ル
州
バ
ト

ナ
の
南
方
ラ
ー
ジ
ギ
ル
［
厨
］
且
に
あ
た
る
。
ク
シ
ャ
グ
ラ
プ
ラ

［
昏
圏
臼
息
匡
国
・
矩
蓉
掲
雛
補
雑
と
音
写
し
、
上
茅
宮
城
と
訳

す
。
］
と
い
う
山
に
囲
ま
れ
た
旧
城
が
あ
っ
た
が
焼
失
し
た
の
で
、

ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
［
囚
己
亘
圏
冨
・
頻
婆
娑
羅
］
王
の
時
、
｜
説
に
は

そ
の
子
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
［
ど
閨
冨
蟹
巨
・
阿
闘
世
］
王
の
時

に
、
山
の
北
の
平
地
に
建
設
し
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
王
舎
新
城
と

も
よ
ぶ
。
（
「
総
合
」
や
・
履
忌
Ｉ
Ｃ
参
照
）

（
３
）
竹
林
輔
襟
Ⅱ
迦
側
陀
竹
剛
・
鵜
閲
鰯
迦
竹
圃
・
迦
陵
竹
側
・
鶴
封

竹
翻
と
も
い
う
。
旧
王
舎
城
の
北
門
近
く
に
あ
る
竹
林
。
そ
こ
に
建

て
ら
れ
た
僧
院
の
こ
と
。
寄
進
者
は
迦
蘭
陀
長
者
と
も
頻
婆
娑
羅
王

と
も
伝
え
る
。
（
「
総
合
」
や
い
ｇ
ｏ
）

（
４
）
四
部
弟
子
大
衆
Ⅱ
四
衆
。
ま
た
囚
輩
、
四
部
衆
、
四
部
の
弟
子
と

も
い
う
。
仏
教
教
団
を
榊
成
す
る
四
極
の
人
。
①
比
丘
・
比
丘
尼
・

優
婆
塞
・
優
婆
夷
。
②
比
丘
・
比
丘
尼
・
沙
弥
・
沙
弥
尼
。
二
総

今
回
」
ご
・
、
』
コ
ヮ
）

（
５
）
維
耶
離
国
Ⅱ
（
梵
）
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
［
く
、
薗
三
、
（
巴
）

ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
［
『
の
圏
亘
の
音
写
。
吠
舎
濫
・
昆
舎
雛
と
も
。

十
六
大
国
の
一
つ
で
あ
る
ヴ
ァ
ッ
ジ
［
く
窪
旨
・
駿
寄
］
国
を
榊
成

す
る
部
族
の
一
つ
、
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
［
回
・
呂
葛
】
・
離
車
］
族
の

都
。
ガ
ン
ジ
ス
河
の
支
流
ガ
ン
ダ
キ
ー
河
の
東
岸
に
あ
る
ベ
ー
サ
ー

ル
［
■
の
出
『
三
が
そ
の
旧
趾
と
い
わ
れ
る
。
仏
陀
は
成
道
後
第
五

年
の
雨
期
を
こ
の
町
の
郊
外
の
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ナ
［
冨
騨
百
国
目
・
大

林
］
で
過
ご
し
た
。
仏
陀
は
鹸
後
の
雨
期
も
こ
の
近
く
で
過
ご
し
、

8６



そ
の
時
、
遊
女
ア
ン
バ
バ
ー
リ
ー
［
エ
ョ
冨
日
一
『
・
巷
婆
羅
婆
利
］

▲
人
も
ら
豹
人

が
寄
進
し
た
薙
没
羅
圃
は
こ
の
郊
外
に
あ
る
。
（
「
総
合
」
己
』
障
巴
ず

取
意
）

（
６
）
阿
難
Ⅱ
（
梵
）
（
巴
）
ア
ー
ナ
ン
ダ
［
ン
百
．
烏
・
阿
難
陀
］
・
阿

か
ぴ
ら
え

難
は
略
。
仏
十
大
弟
子
の
一
人
。
迦
毘
羅
衛
（
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ッ
トび早
く

ゥ
・
犀
己
」
一
■
く
貰
冒
）
城
主
、
甘
露
飯
王
の
子
と
さ
れ
る
が
、
白

鱸
漉
あ
る
い
は
朧
歴
塞
の
子
と
す
る
経
典
も
あ
る
・
何
れ
に
し
て
も

仏
陀
の
従
弟
に
あ
た
る
。
出
家
後
、
仏
陀
の
侍
者
と
し
て
側
近
に
仕

え
、
教
説
を
よ
く
記
憶
し
て
い
た
の
で
多
聞
第
一
と
い
わ
れ
た
。

（
「
総
合
」
や
』
弓
取
意
）

（
７
）
長
脆
合
掌
Ⅱ
「
長
脆
」
は
両
膝
を
地
に
つ
け
る
礼
法
。
「
合
掌
」

は
十
指
を
合
わ
せ
、
前
に
差
し
出
し
、
首
を
屈
す
る
礼
法
。
（
「
中

村
」
□
・
副
◎
■
）

（
８
）
温
気
疫
毒
Ⅱ
亮
汰
撰
「
却
温
神
呪
経
紗
」
で
は
一
温
気
疫
毒
」
を

注
釈
し
て
、
「
温
気
と
は
、
義
に
約
す
な
り
。
疫
毒
と
は
名
に
約
す

な
り
。
字
替
に
て
は
、
瀞
は
術
な
り
。
書
な
り
。
苦
な
り
。
（
温
気

者
、
約
義
也
。
疫
誰
者
、
約
名
也
。
字
諜
、
毒
痛
也
。
害
也
。
若

山
。
）
」
Ｓ
ｍ
）
と
説
明
す
る
。
し
か
し
、
厳
密
に
は
「
温
気
」
は

「
温
（
癌
）
病
」
（
発
熱
性
の
疫
病
）
、
｜
‐
疫
毒
」
は
疫
病
を
引
き
起

こ
す
直
接
の
原
因
の
こ
と
で
、
「
病
原
体
（
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
）
」
、

あ
る
い
は
そ
の
「
毒
素
」
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
後

に
「
五
温
之
病
」
と
あ
っ
て
、
「
却
温
神
呪
経
紗
」
が
、
五
力
士

（
Ⅱ
五
鬼
・
五
癌
神
）
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
疫
病
の
こ
と
で

あ
る
と
注
す
る
よ
う
に
（
注
旧
「
五
温
之
病
」
参
照
）
、
そ
う
し
た

現
代
的
病
理
に
つ
い
て
の
知
識
は
未
発
達
で
あ
っ
た
。

（
９
）
七
鬼
神
Ⅱ
七
人
の
鬼
神
の
意
。
「
却
温
神
呪
経
紗
」
に
よ
れ
ば
、

「
古
徳
の
伝
に
云
わ
く
、
是
れ
七
母
天
の
異
名
な
り
、
と
。
（
古
徳

伝
云
、
是
七
母
天
之
異
名
也
。
）
」
Ｓ
津
～
ゴ
）
と
あ
る
。
「
七
母
天
」

と
は
、
焔
摩
天
（
Ⅱ
閥
魔
）
、
又
は
大
黒
天
の
春
属
た
る
七
人
の
女

神
を
い
う
。
又
は
七
摩
但
里
天
、
七
母
女
天
、
七
姉
妹
、
七
母
な
ど

と
も
名
づ
く
（
「
望
月
」
己
・
己
駅
由
）
。
こ
こ
で
は
、
後
に
み
え
る

「
夢
多
難
鬼
、
阿
怯
尼
鬼
、
尼
怯
、
鬼
、
阿
怯
那
鬼
、
波
羅
尼
鬼
、

阿
毘
羅
鬼
、
波
提
箪
鬼
」
の
こ
と
。
な
お
、
「
中
村
」
（
や
Ｊ
巴
の
）

が
「
疫
病
を
対
治
す
る
七
人
の
鬼
神
」
と
解
説
す
る
の
は
誤
り
で
あ

ろ
う
。

（
Ⅲ
）
万
姓
Ⅱ
多
く
の
人
民
。

（
ｕ
）
百
節
Ⅱ
身
体
中
の
ふ
し
ぶ
し
。

（
血
）
南
無
仏
陀
耶
…
南
無
呪
師
某
甲
Ⅱ
「
南
無
」
は
、
［
：
ョ
厨
］
（
屈

す
る
の
意
）
の
音
写
。
帰
命
・
帰
敬
・
帰
礼
・
敬
礼
・
信
従
な
ど
と

漢
訳
す
る
。
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
仏
や
三
宝
に
帰
順
し
て
償
を
さ
さ

げ
る
こ
と
を
い
う
（
「
中
村
」
や
巴
遷
」
）
。
「
仏
陀
耶
」
・
「
達
磨

耶
」
・
「
僧
伽
耶
」
は
、
三
宝
（
Ⅱ
仏
・
法
・
僧
）
の
こ
と
。
全
体
の

意
味
は
、
「
仏
に
帰
依
し
ま
す
、
法
に
帰
依
し
ま
す
、
僧
に
帰
依
し

あ
ら
中
ろ
６
ろ

ま
す
。
十
方
の
諾
も
ろ
の
仏
に
帰
依
し
ま
す
、
諾
も
ろ
の
菩
薩
・
摩

阿
羅
漢

行
者

訶
薩
に
帰
依
し
ま
す
、
諾
も
ろ
の
聖
憎
に
帰
依
し
ま
す
、
呪
師
の
誰

そ
れ
に
帰
依
し
ま
す
」
。

（
Ｅ
）
今
我
弟
子
所
説
神
呪
Ⅱ
「
却
温
神
呪
経
紗
」
に
よ
れ
ば
、
「
弟
子

と
は
、
後
の
持
者
に
約
す
な
り
。
（
弟
子
者
、
約
後
持
者
也
）
」
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（
』
号
）
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
教
示
す
る
神
呪
を
後
に
調
持
す
る
者

の
意
で
あ
ろ
う
。

（
ｕ
）
沙
羅
怯
Ⅱ
鬼
神
の
名
前
を
言
う
前
に
調
え
る
呪
文
。
「
却
温
神
呪

経
紗
」
に
、
「
造
」
の
義
に
取
る
口
馨
）
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
、

「
追
い
払
う
」
と
い
う
意
味
に
解
し
た
。

（
応
）
夢
多
難
鬼
…
波
提
惣
鬼
Ⅱ
「
夢
多
難
鬼
」
は
、
一
般
的
な
経
本
で

は
「
莫
多
南
鬼
」
に
作
る
。
木
村
俊
彦
・
竹
中
智
泰
共
著
「
禅
宗
の

陀
羅
尼
」
（
や
］
ｇ
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
「
般
若
理
趣
経
」
に

出
て
く
る
女
夜
叉
で
大
黒
天
の
春
属
・
侍
女
で
あ
り
、
病
気
を
ま

き
散
ら
す
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
表
現
し
た
と
思
え
ば
よ
い
、
と
あ

る
。
内
容
的
に
近
似
す
る
「
仏
説
瀧
頂
経
」
巻
九
で
は
、
五
方
龍
王

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
伴
う
小
龍
の
名
を
神
呪
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

（
閂
巴
‐
、
巴
す
～
い
⑭
⑭
。
）

（
咽
）
頭
破
作
七
分
、
如
阿
梨
樹
枝
Ⅱ
「
阿
梨
」
は
梵
語
［
且
塵
宮
］
の

音
訳
。
イ
ン
ド
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
木
の
名
。
こ
の
枝
（
花
の
こ

と
と
推
定
さ
れ
る
）
は
落
ち
る
と
、
七
つ
に
分
か
れ
る
と
さ
れ
る
。

こ
こ
と
類
似
の
表
現
は
、
「
妙
法
蓮
華
経
」
「
陀
羅
尼
品
第
二
六
」
な

ど
、
数
多
く
の
経
典
に
見
え
る
。
「
陀
羅
尼
品
」
（
息
‐
８
ヶ
）
で
は
、

薬
玉
菩
薩
・
勇
施
菩
薩
・
毘
沙
門
天
・
持
国
天
・
十
羅
刹
女
等
が
、

一
．
法
華
経
」
を
読
諏
し
、
そ
の
教
え
を
た
も
ち
、
あ
る
い
は
他
者
の

た
め
に
説
法
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
者
を
助
け
守
る
こ
と
を
釈
尊

に
誓
っ
て
い
る
が
、
も
し
「
法
華
経
」
の
説
法
者
を
悩
ま
せ
心
を
乱

す
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
十
羅
刹
女
が
、
「
頭
破
作
七
分
」
つ
ま
り
そ

の
も
の
の
頭
を
バ
ラ
バ
ラ
に
破
壊
す
る
と
い
う
罰
を
与
え
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
（
「
岩
波
」
等
参
照
）
。

（
Ⅳ
）
神
水
Ⅱ
神
聖
な
水
。
神
域
に
湧
き
出
て
、
泉
と
な
り
あ
る
い
は
川

と
な
っ
て
流
れ
る
清
ら
か
な
水
。

（
出
）
五
温
之
病
Ⅱ
五
癌
神
た
る
五
方
の
力
士
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

疫
病
を
指
す
。
こ
の
五
力
士
は
、
天
で
は
「
五
鬼
」
と
い
い
、
地
で

は
「
五
癌
使
者
」
と
い
う
。
亮
汰
の
「
却
温
神
呪
経
紗
・
一
に
も
、

「
「
捜
神
記
」
に
日
わ
く
」
と
し
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
解
説

が
見
ら
れ
る
（
］
弓
～
屋
四
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
晴
の
文
帝
の
開
皇

十
一
年
（
五
九
二
六
月
に
、
青
・
紅
・
白
・
黒
・
黄
の
服
を
身
に

纏
っ
た
五
力
士
が
上
空
に
現
れ
た
と
き
れ
、
文
帝
が
太
史
張
居
仁
に
、

そ
の
現
象
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
張
居
仁
は
、

五
力
士
が
、
天
上
に
あ
っ
て
は
五
人
の
鬼
と
な
り
、
地
上
に
あ
っ
て

は
五
種
の
癌
（
Ⅱ
臘
疫
、
悪
性
か
つ
流
行
性
の
伝
染
病
）
に
な
る
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
季
節
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
春
臘
が
張
元
伯
、

夏
癌
が
劉
元
達
、
秋
臘
が
趣
公
明
、
冬
癌
が
鐘
仕
貴
、
総
管
の
中
温

が
史
文
業
と
名
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
五
力

士
が
現
れ
た
と
き
に
は
民
に
注
意
を
促
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
奏
上
し
た
、
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
所
謂
「
捜
神
記
」
と
は
、
元
代

の
道
教
系
文
獄
｛
捜
神
広
記
」
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
未
見
で

あ
る
。
明
代
永
楽
年
間
（
一
四
○
一
一
一
～
一
四
二
四
）
の
の
ち
に
成
立

し
た
一
．
三
教
捜
神
大
全
」
巻
四
に
、
こ
の
説
話
が
見
え
る
。

（
”
）
若
亦
立
門
、
書
著
気
病
者
Ⅱ
「
立
門
」
の
意
味
は
不
明
。
道
教
儀

礼
で
は
、
紙
や
木
材
を
使
っ
て
簡
易
の
門
を
立
て
る
こ
と
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
に
類
似
す
る
儀
式
、
も
し
く
は
風
習
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と
考
え
て
解
釈
し
て
お
く
。

（
別
）
取
五
色
継
線
、
各
各
結
其
名
字
、
繋
著
門
上
、
大
吉
祥
也
Ⅱ
五
色

の
「
繼
線
」
、
す
な
わ
ち
青
・
赤
・
白
・
黒
・
黄
の
絹
糸
（
Ⅱ
五
繰

糸
）
に
は
、
漢
代
の
頃
か
ら
、
災
難
悪
事
を
祓
う
力
が
あ
る
と
ぎ
れ

て
い
た
ら
し
い
。
北
来
期
の
「
太
平
御
覧
」
巻
二
三
「
時
序
部
八
・

夏
至
」
に
は
、
後
漢
の
永
建
年
間
（
一
二
六
～
一
三
一
一
）
に
疫
病
が

あ
ざ
な

大
流
行
し
た
際
、
一
」
れ
が
腐
鬼
（
疫
鬼
は
擬
人
化
さ
れ
、
字
は

「
野
重
遊
光
」
と
い
わ
れ
た
）
の
仕
業
だ
と
い
う
噂
が
流
れ
、
そ
の

後
も
毎
年
た
び
た
び
疫
病
が
流
行
っ
た
た
め
、
戦
々
恐
々
と
し
た

人
々
は
、
五
色
の
絹
に
疫
鬼
の
名
前
で
あ
る
「
野
重
遊
光
」
と
書
く

こ
と
で
疫
難
か
ら
免
れ
る
こ
と
を
願
う
よ
う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
今
の
人
々
が
、
そ
の
年
に
新
た
に
織
ら
れ
た
絹
織
物

を
身
に
ま
と
っ
た
の
ち
、
そ
の
二
寸
ば
か
り
を
戸
上
に
つ
な
ぐ
の
は
、

こ
う
し
た
理
由
か
ら
で
あ
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
（
中
村
喬
著
一
中

國
歳
時
史
の
研
究
」
朋
友
書
店
・
一
九
九
三
、
七
・
患
い
～
『
参
照
）
。

な
お
、
日
本
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
「
五
色
の
吹
き
流
し
」
の
起
源

も
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
守
屋
美
都
雄
ほ
か
「
荊
楚
歳

時
記
」
平
凡
社
東
洋
文
庫
・
一
九
七
八
、
や
］
巴
「
五
線
」
注
参

照
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
イ
ン
ド
に
は
な
い
、
中
国
独
特
の
民
間

風
習
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

（
、
）
斎
戒
Ⅱ
八
斎
戒
の
略
。
八
斎
戒
は
「
八
戒
斎
」
「
潔
斎
」
「
八
関

斎
」
と
も
い
い
、
単
に
「
斎
」
と
も
い
う
。
く
わ
し
く
は
「
八
支
近

住
斎
戒
」
。
斎
は
、
つ
つ
し
む
意
で
布
薩
の
訳
。
六
斎
日
に
守
る
八

つ
の
戒
。
布
薩
の
日
に
寺
に
出
か
け
て
、
一
昼
夜
守
る
在
家
の
戒
、

在
家
の
五
戒
に
衣
食
住
の
具
体
的
な
節
制
、
す
な
わ
ち
装
身
具
を
つ

け
ず
、
歌
舞
を
見
な
い
こ
と
、
ベ
ッ
ド
に
寝
な
い
こ
と
、
昼
を
す
ぎ

て
食
事
を
し
な
い
こ
と
、
を
加
え
て
八
条
と
し
た
も
の
で
、
出
家
生

活
に
一
歩
近
づ
く
意
義
を
も
つ
。
原
始
仏
教
以
来
、
僧
俗
を
結
ぶ
有

力
な
方
法
と
し
て
重
視
さ
れ
、
大
乗
仏
教
で
も
こ
れ
を
取
り
入
れ
て

い
る
。
中
国
で
は
「
孟
子
」
「
離
婁
章
句
下
」
に
「
悪
人
有
り
と
雛

も
、
斎
戒
沐
浴
す
れ
ば
、
則
ち
以
て
上
帝
を
祀
る
べ
し
。
（
雛
有
悪

人
、
斎
戒
沐
浴
、
則
可
以
祀
上
帝
。
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
帝
を
祀

る
と
き
に
身
心
を
清
め
、
行
い
を
慎
む
こ
と
を
意
味
し
た
。
イ
ン
ド

伝
来
の
仏
教
行
事
を
、
中
国
の
伝
統
的
神
事
の
用
語
で
置
換
し
た
用

例
の
一
つ
で
あ
る
が
、
単
な
る
流
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
概
念
や

し
き
た
り
に
も
中
国
的
な
変
容
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
行
事
そ
の

も
の
が
簡
略
化
さ
れ
る
一
方
、
神
仏
へ
の
祈
願
の
傾
向
を
強
め
て
い

る
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
（
以
上
「
岩
波
」
「
斎
戒
」
「
八
斎

戒
」
項
の
要
約
）

（
躯
）
薫
辛
Ⅱ
葱
（
ね
ぎ
）
、
韮
（
に
ら
）
、
繭
（
に
ん
に
く
）
な
ど
の
よ

う
に
一
種
の
臭
気
の
あ
る
野
菜
と
、
生
澁
（
し
ょ
う
が
）
、
芥
子
菜

な
ど
の
よ
う
に
辛
味
の
あ
る
野
菜
。

（
斑
）
患
家
Ⅱ
患
者
の
い
る
家
。

（
型
）
天
行
Ⅱ
時
節
に
よ
っ
て
流
行
す
る
病
気
。
は
や
り
病
。
時
行
病
。

（
笏
）
又
手
Ⅱ
合
掌
す
る
こ
と
。
ま
た
、
両
手
を
胸
の
前
で
重
ね
合
わ
せ

る
こ
と
。
イ
ン
ド
の
叉
手
は
合
掌
し
て
中
指
を
交
差
さ
せ
る
（
「
中

村
」
□
。
ｇ
旨
参
照
）
。
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